
しが棚田ボランティアの実施状況
○棚田ボランティア受入地区

（９地区）

平尾地区（大津市）H16～

曲谷地区（米原市）H18～

畑地区（高島市）H18～

熊野地区（日野町）H20～

上仰木地区（大津市）H21～

森西地区（高島市）H24～

山女原地区（甲賀市）H24～

走井地区（栗東市）H26～

小泉地区（米原市）H26～

＜完了地区＞

・大河原地区（甲賀市）H19～24
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２．棚田地域の総合保全対策事業



棚田ボランティア活動回数および参加者数

2H27…9.3人 H28…8.9人
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平成２９年度事業の計画

○中山間地域現状調査（12集落等）

調査研究事業

推進事業

○ふるさと・水と土保全対策推進懇話会（２回予定）
○人と地域が織りなす滋賀の農業・農村活力創造プロジェクト

（余呉町片岡南部地区の支援）
○普及啓発
・ホームページ、フェイスブックによる情報発信
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３．ふるさと・水と土保全対策事業



3-1.平成２９年度 中山間地域現状調査 （H29)

中山間地域は水源涵養、洪水の防止、土壌の
浸食や崩壊の防止、良好な景観の保全、保健
休養の場の提供、生き物のすみかになる機能
などの多面的機能によって、都市住民を含む
多くの県民の財産、豊かな暮らしを守っている

中山間地域の多面的機能

現状・課題を調査

現状と課題

県内の中山間地域は人口減少、高齢化の
進行、担い手不足により集落機能の低下、
多面的機能の維持が困難になってきてい
る。また、全国的に耕作放棄地の面積が拡
大しており、早急な対策の検討が必要である

①地域住民へのｱﾝｹｰﾄ（ﾋｱﾘﾝ
ｸﾞ）調査
」 （12集落等）

②ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとの集落調査・助
言・資源ﾏｯﾌﾟの作成
（3集落等）

（Ｈ２８，２９で全36集落等を
調査 ）

（Ｈ２８，２９で全６集落等を調査）

地域の課題・危機感の共有化、地域の誇
りや自慢につながる資源の確認・発見。
また、資源ﾏｯﾌﾟを作成するとともに土地利
用計画を図り、今後の対策の基礎資料と
する

背景（地域の声）

○獣害対策を何とかしてほしい ○米価の低迷を何とかし
てほしい ○高齢化で耕作を続けることが困難 ○地域
活性化のためには都市住民との交流が必要である

集落で発生している問題、
集落単独では維持が困難
な活動、暮らし向き、住民の
意識、重要と考える施策
等、現状・課題を調査 4



農村活性化へのチャレンジ(20集落)【3,000千円】
集落の組織合意に基づき、農業・農村の活性化等に新たに

取り組む活動に対する支援。（補助率1/2以内）

集落での検討・実践（中山間地域におけるモデル育成：H27～29）

■米価の低迷により、水田農
業の担い手の収益性が悪化

■生産調整など国の農業政策
の見直し

■農家の減少・高齢化、土地
持ち非農家の増加により、農
業を通じた集落機能が低下

■農道、水路等の管理など、
担い手の負担が大きくなり、
地域との連携・協力なしには
経営安定・規模拡大が困難

■集落営農組織では、構成員
の参画意識の希薄化

3-2.「人」と「地域」が織りなす滋賀の農業・農村活力創造プロジェクト（H29）

水田農業を取り巻く状況が大きく変化する中で、地域農業の持続・発展と活力ある農村づくりを進めるため、地域農業戦
略指針に基づき、集落における地域農業や農村の発展・活性化に向けた話合いや実践活動が進むよう、農業・農村活性化
サポートセンターによる支援など、県・市町等関係者が一体となった集落への推進・支援活動を展開する。H2９は農村
活性化へのチャレンジを行う組織に対して、実践活動への支援を充実する。

農業・農村の現状と課題

～地域農業・集落の将来を
見つめ直す必要性～

【農業の持続・発展】【600千円】
担い手確保が困難な地域における集落農業の継続
外部の担い手(JA出資法人等)による、営農サポー
ト体制の構築
・作業受委託実践支援（掛増経費助成）

【地域づくり実践支援】【1,000千円】
中山間地域における農村の活性化
集落の提案に基づく取組を支援
・農業を通じた地域住民の交流
・都市農村交流 等

＋

アドバイザー派遣

集落自らが、現状・課題を認識し、話合いにより今後の目指す姿を描き、集落で合意し実
践する。

専門家派
遣

相談要
請

地
域
農
業
の
持
続
・
発
展

活
力
あ
る
農
村

背景

必要性

■地域の農地の保全
■農業の持続・発展

■農村の農を通じた維
持・活性化

農業農村活性化フォーラム

農業・農村活性化サポートセンターの運営 【3,900千円】
民間シンクタンクへプロポーザル委託

新

県域

地域
段階

組織合意
に基づく
新たな
実践活動

【取組例】
・女性等の参画による新たな作物栽培や
６次産業化を通した組織活動の活性化
・水田を活用した農業体験活動による地
域住民等との交流活動 など

戦略推進会議等での連携・推進



・池原地区 棚田ボランティアの取組
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第１回（Ｈ２９．７．８）



3-3．普及啓発

7

①体験情報発信サイト「田舎体験しが」の運営

・都市農山漁村交流を促進し、農山漁村地域の
活性化を図ることを目的に、インターネット上
で関連情報を公開するための環境を提供する
ウェブサイト

・今年度より当課ＨＰで公開
・関西広域連合が作成するＨＰとの連携

①フェイスブックによる情報発信

・ＳＮＳによる情報発信



１．棚田ボランティア活動の推進
・新規活動組織の掘り起し
・ボランティア参加（希望）者への研修

２．しが棚田地域交流・研修会の実施
・活動組織とボランティア参加者等との交流、意見交換の推進・・・１回開催予定

３．都市農村交流の推進
・活動地域の地域資源を生かした催しの推進・支援

４．企業・大学との連携、参画の推進
・企業ＣＳＲ活動による棚田保全の推進
・企業・大学との包括的連携協定に棚田保全・ボランティアを積極的に位置づけ
・学生ボランティアの参加者増、１日体験プログラムの支援

５．しが棚田トラスト制度の推進
・新たな寄附特典の実施、付加による寄附者、金額の増 新

６．新たな棚田保全活動の仕組みづくり
・企業やグループ等と活動組織をコーディネート、マッチングする仕組みの検討 新

７．情報発信の強化
・農村振興課フェイスブック等ＳＮＳの活用 新
・活動案内のチラシ配布、農村振興課ホームページ掲載
・メールマガジンによる棚田地域の魅力発信

４．棚田地域の総合保全対策事業

新・・新たな取組


